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2020年「海の日」ポスターコンクール　大賞　新田 由起子

群星
むりぶし

群
星

む
り
ぶ
し

 沖縄テレワークを推進しています
 － その仕事は沖縄で －

特集



群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

　
表
紙
の
写
真
は
、
内
閣
府
で
運
営

し
て
い
る
沖
縄
の
魅
力
発
信
サ
イ
ト

「
O
K
I
N
A
W
A
41
」
に
お
け
る
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
４
の
沖
縄
担
当

大
臣
賞
受
賞
作
品
「
夏
の
ソ
ー
ダ
水
」で

す
（
宮
古
島
市
の
水
田
咲
貴
子
さ
ん
が

宮
古
島
の
八
重
干
瀬
で
撮
影
）。

　
こ
の
サ
イ
ト
に
は
、県
民
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
写
真
を
中
心
に
5
0
0
0
枚
を

超
え
る
素
敵
な
写
真
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
写
真
は
所
定
の
ル
ー
ル
に

則
り
ご
自
由
に
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、新
た
な
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン
５
を
開
催
中
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.okinaw

a41.go.jp/

「
夏
の
ソ
ー
ダ
水
」

 390号　July-August　

本誌のタイトルについて

表
紙
写
真

1 内閣府だより 「OKINAWA41」フォトコンテストシーズン５開催 !
首里城応援企画「皆で作ろう！首里城アート」

2 特 　 集 沖縄テレワークを推進しています
−その仕事は沖縄で−

4 省エネ最前線 ～省エネで経営力アップ～ VOl.6飲食業編 

6  仕 事 の 窓 1 「沖縄市町村施策支援室」の発足
市町村へのきめ細やかな支援を実施します！

8 仕 事 の 窓 2 新型コロナウイルス感染症の拡大に関連する公正取引委員会の取組

9 仕 事 の 窓 3 タクシー事業者による食料品の配送について

9 仕 事 の 窓 4 太陽光発電施設の本格稼働
～国営土地改良施設の安定した維持・運営に向けて～

10 仕 事 の 窓 5 法人企業景気予測調査（令和2年4月～6月期調査）

12 仕 事 の 窓 6 国有財産に関するウェブページをリニューアルしました

13 仕 事 の 窓 7 どうやって決まる?国有地の売却価格・・・

14 仕 事 の 窓 8 「第4回食育活動表彰」で 生活協同組合コープおきなわが農林水産大臣賞を受賞しました

15 仕 事 の 窓 9 住民拠点サービスステーションのご紹介

16 仕事の窓10 森と湖に親しむ旬間（7月21日～31日）

17 仕事の窓11 一般国道329号金武バイパスの整備効果
全線開通１年後の交通状況

18 お 知 ら せ 沖縄総合事務局公式Facebookの開設について

18 お 知 ら せ 財務専門官採用試験の第2次試験地に「那覇市」が追加されました！

19 お 知 ら せ 新型コロナウイルス感染症で影響を受ける沖縄県の中小・小規模・個人事業主向け
国・県の支援策について（給付金、融資、補助金等）
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内閣府だより

首里城応援企画　「皆で作ろう！首里城アート」

　「OKINAWA41」では、首里城応援企画として「皆で作ろう！首里城アート」を実施しました。（大
好評につき、応募は終了しました。）　
　100個に分かれた首里城のパーツにぬり絵をし、それらを結合して首里城アートを完
成させる企画です。沖縄から北海道まで（最年少は4歳）、応募された100名には「首里
城の瓦のかけら」をプレゼントします。このアートはHPで順次更新していきます。
　なお、首里城応援企画としては、この後も第２弾として「宝さがし企画」を行う予定
です。どうぞご期待ください。　　

　内閣府が運営する沖縄の魅力を柔らかく発信するサイト「OKINAWA41」では、今年もフォ
トコンテストを開催します。シーズン５となる今回のテーマは、ずばり「沖縄の魅力」。皆さ
んの感性に基づいた写真をふるってご投稿ください。
　最優秀賞は沖縄担当大臣賞、審査員は著名な方々です。入賞者は表彰式へのご招待を予定し
ています。詳細はHPでご確認ください。

フォトコンテストシーズン４ 最優秀作品
『夏のソーダ水』
撮影者：水田咲貴子さん

フォトコンテストシーズン４ 優秀作品
『No rain, No rainbow』
撮影者：本道真美さん

フォトコンテストシーズン４ 優秀作品
『風を感じて～具志川城跡～』

撮影者：小薗祥研さん

「OKINAWA41」フォトコンテストシーズン５開催 !

塗り絵用パーツ
首里城の瓦のかけら
（イメージ） 見本写真

OKINAWA41
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県内テレワーク施設の内観

テレワーク施設で仕事する参加者集中ブース席
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沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
在
宅
勤
務
を
経
験
さ
れ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、
情
報
通
信
技
術
の
利

活
用
に
よ
る
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
働
き
方
の
こ
と
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
や
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
に

優
位
性
を
持
つ
沖
縄
で
は
、
県
内
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
を
活
用
し
て
、
県
外
企
業
の
沖
縄
進

出
や
新
た
な
産
業
創
出
、
県
内
外
企
業
の
労

働
環
境
改
善
等
の
促
進
に
加
え
、
※
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
観
光
者
の
滞
在
日
数
の

延
長
や
、
郊
外
拠
点
設
置
に
よ
る
県
内
都
市

部
の
交
通
渋
滞
緩
和
、
既
存
施
設
改
修
に
よ

る
空
き
施
設
の
有
効
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
内
閣
府
で
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設

し
て
県
内
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
等
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

実
施
や
施
設
整
備
・
活
用
に
関
す
る
補
助
金

な
ど
、
そ
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ワ
ー
ク
（
仕
事
）
と

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施

　
令
和
元
年
度
、
県
外
在
住
の
企
業
に
勤
め

る
人
を
対
象
に
、
約
１
週
間
沖
縄
に
滞
在
し

テ
レ
ワ
ー
ク
等
で
普
段
の
仕
事
を
行
っ
て
い

た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
４
回
に
分
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

【
概
要
】

■
参 

加 

者
　
20
社
36
名
（
男
性
25
名
、
女

性
11
名
）

■
ツ
ア
ー
名
　
夏
季
、
秋
季
、
ツ
ー
ル・ド・

お
き
な
わ
、
春
季
（
花
粉
症

対
策
）

　内
閣
府
・
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
の
温
暖
な
気
候
や
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
を
活
か
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　県
内
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
等
の
情
報
発
信
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、施
設
の
整

備
・
活
用
に
関
す
る
補
助
金
な
ど
、
そ
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特 集  沖縄テレワークを推進しています

沖縄テレワークポータルサイト画面
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■
場
　 

所
　
名
護
市
、
沖
縄
市
、
宜
野
湾
市
、

豊
見
城
市

■
モ
ニ
タ
ー
の
声

・
い
つ
も
以
上
に
オ
ン
と
オ
フ
の
切
替
え
が

し
や
す
か
っ
た
。

・
環
境
の
変
化
に
よ
る
「
日
常
か
ら
の
隔
離

感
」
が
凄
く
よ
い
。

・
快
適
に
仕
事
す
る
こ
と
が
で
き
、
花
粉
症

の
人
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
環
境
だ
っ
た
。

・
家
族
で
行
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る

と
と
て
も
よ
い
。

・
他
企
業
と
一
緒
に
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
形
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
寝
食
を
共
に
し
た
い
。

・
施
設
か
ら
利
用
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

情
報
が
欲
し
い
。

・
行
く
先
々
に
拠
点
が
あ
る
と
、
合
間
に
仕

事
が
気
軽
に
で
き
る
の
で
よ
い
。

・
沖
縄
で
の
シ
ェ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

は
魅
力
が
あ
る
。

・
沖
縄
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
採
用
や

人
材
流
出
防
止
に
繋
が
る
。

・
医
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
必
要(

家
族
滞

在
な
ど
は
特
に)

。

■
ツ
ア
ー
参
加
者
の
消
費
額

　
ツ
ア
ー
参
加
者
の
１
人
当
た
り
平
均
消
費

額
は
１
１
９
，
６
２
５
円
と
、
一
般
の
国
内

観
光
客
１
人
当
た
り
消
費
額
７
６
，
７
５
９

円
よ
り
も
約
４
３
，
０
０
０
円
消
費
額
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
期
間
終
了
後
、
週
末

を
利
用
し
て
観
光
す
る
な
ど
延
泊
さ
れ
た
方

も
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
（
ビ

ジ
ネ
ス
と
レ
ジ
ャ
ー
の
合
成
語
で
「
出
張
休

暇
」）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、滞
在
日
数
や
消
費

額
の
増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
決
定

　
令
和
２
年
度
、
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

を
目
的
と
す
る
「
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
費
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
事
業

と
し
て
12
事
業
、
施
設
活
用
事
業
と
し
て
15

事
業
を
交
付
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
ホ
テ
ル
が
客
室
・

会
議
室
に
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
施
設
を
整
備
す

る
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
よ
る
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
事
業
セ

ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
発
信

　
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
ポ
ー
タ
ル
「
そ
の
仕
事

は
沖
縄
で
」
で
は
、
県
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
施

設
の
検
索
や
沖
縄
Ｐ
Ｒ
動
画
集
の
ほ
か
、
レ

ポ
ー
ト
等
各
種
新
着
情
報
を
随
時
発
信
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
の
こ
れ
か
ら

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
を
通
し
た
結
果
、
沖

縄
テ
レ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
出
張
・
合
宿
・
研

修
等
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

実
施
頂
き
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
活
用
し
て
延

泊
す
る
等
の
タ
イ
プ
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
し
た
。

　
従
来
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
企
業
が
社

員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
前

提
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
普
及
に
よ
り
、
県
内
外
企
業
で

急
速
に
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が
浸
透
し
、

今
後
も
一
般
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等

を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
も
拡
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
沖
縄
の
優
位
性
を
活
か
し
た
新
た

な
産
業
振
興
の
一
環
と
し
て
、
沖
縄
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課

☎
　
０
９
８
―
８
６
６
―
１
７
３
１

150,000

100,000

50,000

0

76,759

平成 30 年度国内観光客 1人当たり平均消費額　　テレワークツアー１人当たり平均消費額

観光客とテレワークツアーの消費比較グラフ

119,625

単位 : 円



 

沖
縄
県
内
に
お
け
る

 

　
　特
定
事
業
者
等
の
概
況

　
沖
縄
県
で
は
、
県
内
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
な
ど
を
総
合
的
・
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、「
沖
縄
県
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
を
平
成
23
年
に
策
定
し
て
い

ま
す
。
実
行
計
画
の
取
組
に
関
し
て
は
、
県

内
に
お
け
る
直
近
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
う
ち
、
飲
食
業
を
含
む
民
生
業
務
部
門
の

部
門
別
二
酸
化
炭
素
排
出
量
構
成
比
が
平
成

29
年
度
に
は
全
体
の
24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

近
年
の
民
生
業
務
部
門(

事
務
所
・
店
舗
・
百

貨
店
・
銀
行)

に
お
け
る
床
面
積
当
た
り
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
推
移
で
は
、
平
成
28
年
度

が
18
・
84
ト
ン
／
１
０
０
㎡
、
平
成
29
年
度

17
・
89
ト
ン
／
１
０
０
㎡
で
０
・
95
ト
ン
／

１
０
０
㎡
（
５・０
％
）
低
下
し
て
お
り
、事

務
所
・ 

店
舗
・ 

商
業
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
、
省
エ
ネ
・
高
効
率
機
器
の
導
入
な
ど
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
化
が
考
え
ら
れ

ま
す
。（
沖
縄
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

進
捗
管
理
報
告
書
）

 

飲
食
業
に
お
け
る

　
　
　 

　 〝
省
エ
ネ
対
策
〟

　
民
生
業
務
部
門
の
う
ち
、
一
般
飲
食
店
は
、

工
場
等
と
は
異
な
り
施
設
規
模
は
小
さ
い
で

す
が
、
個
々
の
店
舗
で
省
エ
ネ
意
識
を
高
め
、

店
舗
運
営
に
要
す
る
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

な
ど
の
無
駄
な
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
に
取

り
組
め
ば
、
一
定
金
額
の
固
定
費
と
考
え
が

ち
な
水
道
光
熱
費
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
換
気

　
厨
房
機
器
に
は
、
バ
ー
ナ
ー
の
熱
量
な
ど

に
よ
っ
て
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
で
自
動
的
に
風

量
を
調
節
す
る
タ
イ
プ
の
機
器
も
あ
り
、
閑

散
時
間
帯
が
多
い
場
合
に
は
、
省
エ
ネ
効
果

が
見
込
め
ま
す
。

②
照
明

　
店
舗
照
明
を
蛍
光
灯
な
ど
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
消
費
電
力
は
蛍
光
灯
消
費
電
力
の

約
半
分
）
す
る
こ
と
で
、
電
気
代
が
安
く
な

り
、
ラ
ン
プ
交
換
の
手
間
も
省
け
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

③
空
調

　
エ
ア
コ
ン
の
消
費
電
力
は
、
照
明
・
換
気

な
ど
に
比
べ
て
大
き
い
の
で
、
適
切
に
使
う

と
大
き
な
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。（
１
）機
器

自
体
の
省
エ
ネ
性
能
が
年
々
向
上
し
て
い
る

の
で
、
平
成
19
年
と
平
成
29
年
の
エ
ア
コ
ン

の
消
費
電
力
量
を
比
較
す
る
と
、
約
５
％
の

省
エ
ネ
効
果
が
見
込
め
ま
す
。近
年
で
は
、効

率
的
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
の
導
入

も
進
ん
で
い
ま
す
。（
２
）メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面

に
お
い
て
は
、
特
に
油
や
煙
を
多
く
発
生
さ

せ
る
店
舗
で
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
（
目
安
：

２
週
間
に
１
回
）
や
専
門
業
者
へ
委
託
し
て

室
内
機
内
部
の
洗
浄
と
室
外
機
の
フ
ィ
ン
洗

浄
（
目
安
：
年
１
回
）
を
行
う
こ
と
で
電
気

代
が
年
間
約
10
％
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
　
　
　
　

　
今
回
の
「
飲
食
業
編
」
で
は
、
個
性
豊
か

で
魅
力
的
な
居
酒
屋
を
多
く
展
開
し
て
い
る

「
株
式
会
社
ト
リ
ム
フ
ー
ズ
」の
省
エ
ネ
の
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

■■  

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

　
株
式
会
社
ト
リ
ム
フ
ー
ズ
で
は
、
日
本
で

一
番
愛
さ
れ
る
店
に
す
る
こ
と
、
働
い
て
い

る
仲
間
た
ち
と
幸
せ
を
共
有
す
る
こ
と
、
そ

し
て
地
域
社
会
・
環
境
に
プ
ラ
ス
の
価
値
を

創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
お
客
様
へ
の
感

動
の
追
求
と
人
材
（
人
財
）
育
成
の
一
環
で

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
件
費
な

ど
の
コ
ス
ト
が
徐
々
に
上
昇
す
る
中
で
、
い

か
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
ず
に
人
材
を

確
保
し
つ
つ
、
全
体
の
経
営
コ
ス
ト
を
抑
え

ら
れ
る
か
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
、
取
組

の
き
っ
か
け
で
し
た
。

■■  

主
な
取
組

主
な
取
組

①
店
舗
の
電
飾
・
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
居
酒
屋
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
電
飾
看

板
や
店
内
に
照
明
を
多
く
使
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
電

気
使
用
量
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

部
残
し
た
蛍
光
灯
に
は
反
射
傘
を
設
置
し
、

効
率
よ
く
照
明
の
照
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。

②
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
と
換
気

　
空
調
設
備
は
、
冷
房
専
用
か
ら
、
効
率
の

良
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
に
交
換
し
、
厨
房

フ
ァ
ン
に
も
ス
ピ
ー
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
導

入
す
る
こ
と
で
節
電
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
エ
ア

コ
ン
と
厨
房

フ
ァ
ン
の
定
期

洗
浄
に
よ
り
、

運
転
効
率
を
向

上
さ
せ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量

を
削
減
し
て
い
ま
す
。

③
食
品
衛
生
と
コ
ス
ト
削
減

　
ト
リ
ム
フ
ー
ズ
で
は
、
以
前
か
ら
電
解
次

亜
水
製
造
機
を
利
用
し
て
食
品
の
殺
菌
洗
浄

を
行
う
こ
と
で
、
衛
生
管
理
と
食
材
の
日
持

ち
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、フ

ラ
イ
ヤ
ー
に
食
用
油
酸
化
防
止
装
置
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
油
の
酸
化
が
抑
制
さ
れ
、
一

斗
缶
の
食
用
油
の
入
れ
替
え
を
月
10
回
程
度

か
ら
３
回
程
度
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
コ

ス
ト
削
減
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天

ぷ
ら
の
食
感
も
良
く
な
る
と
い
う
お
ま
け
の

効
果
も
あ
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

■■  

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

　
こ
う
し
た
取
組
が
功
を
奏
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
つ
つ
、
省
エ
ネ

に
取
り
組
み
始
め
た
平
成
12
年
と
比
較
す
る

と
、
水
道
光
熱
費
を
33
％
削
減
（
３
１
０
万

円
程
度
／
年
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

の
分
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
利
用
し
た
人

材
育
成
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
泉
社
長
は「〝
人
は
石
垣
〟と
言
い
ま
す

が
、何
事
も
人
が
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。省

エ
ネ
を
は
じ
め
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
取
組
を

し
て
い
き
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

↑厨房ファンの
スピードコントローラ

↑電解次亜水製造機 

↓食用油酸化防止装置 

↑「鬼さん」のLED照明 
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オフィス・
事 務 所

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

～省エネで経営力アップ～
Vol.6 飲食業編

　　　 コスト削減を実現！ 

         

食材や人件費を削らずに、 
ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業

1日の売り上げを25万円（750万円/月）とすると、
年間売り上げ：9,000万円、年間光熱費（5%）：450万円
年間光熱費の10%を削減したとすると、 
削減金額：450万円×10%=45万円の年間利益を確保
利益率3%とした場合、 
45万円/年の利益を確保するためには、

売り上げを1,500万円ＵＰさせる必要があります 
つまり、 
光熱費を1万円削減することで、33万円の売り上げに相当

【省エネ】光熱費シミュレーション

↑鬼さんにて、代表取締役　泉氏（左）

日本で一番お客様に愛される店づくり

株式会社トリムフーズ株式会社トリムフーズ

〒901-0153 那覇市宇栄原1-26-23　
TEL：098-857-7386（代表） 
　　 098-861-5690 (直通）　 
　＜主な省エネ対策＞
　　①店舗の ＬＥＤ化
　　②ヒートポンプ式エアコンの導入
　　③電解次亜水製造機の導入 

(http://www.trimfoods.net/）

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

省エネ最前線は
今回で最終回です。

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

何
で
も
相
談

（
相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機器
導
入
費
用

　補助
支
援

室内外機間の冷媒により熱を循環さ
せて冷暖房するしくみがヒートポン
プです。またコンプレッサーなどに
より、冷媒の圧力を調整することで
効率的な冷暖房運転を行います。 



 

沖
縄
県
内
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け
る

 

　
　特
定
事
業
者
等
の
概
況
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縄
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・
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画
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０
０
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、
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度
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ト
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０
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で
０
・
95
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５・０
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。
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使
用
量
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

部
残
し
た
蛍
光
灯
に
は
反
射
傘
を
設
置
し
、

効
率
よ
く
照
明
の
照
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。

②
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
と
換
気

　
空
調
設
備
は
、
冷
房
専
用
か
ら
、
効
率
の

良
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
に
交
換
し
、
厨
房

フ
ァ
ン
に
も
ス
ピ
ー
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
導

入
す
る
こ
と
で
節
電
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
エ
ア

コ
ン
と
厨
房

フ
ァ
ン
の
定
期

洗
浄
に
よ
り
、

運
転
効
率
を
向

上
さ
せ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量

を
削
減
し
て
い
ま
す
。

③
食
品
衛
生
と
コ
ス
ト
削
減

　
ト
リ
ム
フ
ー
ズ
で
は
、
以
前
か
ら
電
解
次

亜
水
製
造
機
を
利
用
し
て
食
品
の
殺
菌
洗
浄

を
行
う
こ
と
で
、
衛
生
管
理
と
食
材
の
日
持

ち
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、フ

ラ
イ
ヤ
ー
に
食
用
油
酸
化
防
止
装
置
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
油
の
酸
化
が
抑
制
さ
れ
、
一

斗
缶
の
食
用
油
の
入
れ
替
え
を
月
10
回
程
度

か
ら
３
回
程
度
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
コ

ス
ト
削
減
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天

ぷ
ら
の
食
感
も
良
く
な
る
と
い
う
お
ま
け
の

効
果
も
あ
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

■■  

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

　
こ
う
し
た
取
組
が
功
を
奏
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
つ
つ
、
省
エ
ネ

に
取
り
組
み
始
め
た
平
成
12
年
と
比
較
す
る

と
、
水
道
光
熱
費
を
33
％
削
減
（
３
１
０
万

円
程
度
／
年
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

の
分
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
利
用
し
た
人

材
育
成
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
泉
社
長
は「〝
人
は
石
垣
〟と
言
い
ま
す

が
、何
事
も
人
が
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。省

エ
ネ
を
は
じ
め
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
取
組
を

し
て
い
き
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

↑厨房ファンの
スピードコントローラ

↑電解次亜水製造機 

↓食用油酸化防止装置 

↑「鬼さん」のLED照明 

5 4

オフィス・
事 務 所

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

～省エネで経営力アップ～
Vol.6 飲食業編

　　　 コスト削減を実現！ 

         

食材や人件費を削らずに、 
ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業

1日の売り上げを25万円（750万円/月）とすると、
年間売り上げ：9,000万円、年間光熱費（5%）：450万円
年間光熱費の10%を削減したとすると、 
削減金額：450万円×10%=45万円の年間利益を確保
利益率3%とした場合、 
45万円/年の利益を確保するためには、

売り上げを1,500万円ＵＰさせる必要があります 
つまり、 
光熱費を1万円削減することで、33万円の売り上げに相当

【省エネ】光熱費シミュレーション

↑鬼さんにて、代表取締役　泉氏（左）

日本で一番お客様に愛される店づくり

株式会社トリムフーズ株式会社トリムフーズ

〒901-0153 那覇市宇栄原1-26-23　
TEL：098-857-7386（代表） 
　　 098-861-5690 (直通）　 
　＜主な省エネ対策＞
　　①店舗の ＬＥＤ化
　　②ヒートポンプ式エアコンの導入
　　③電解次亜水製造機の導入 

(http://www.trimfoods.net/）

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

省エネ最前線は
今回で最終回です。

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

何
で
も
相
談

（
相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機器
導
入
費
用

　補助
支
援

室内外機間の冷媒により熱を循環さ
せて冷暖房するしくみがヒートポン
プです。またコンプレッサーなどに
より、冷媒の圧力を調整することで
効率的な冷暖房運転を行います。 
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仕
事
の

仕
事
の窓「沖縄市町村施策支援室」「沖縄市町村施策支援室」

のの発足発足
総務部 1

　
衛
藤
沖
縄
担
当
大
臣
は
、沖
縄
の
市
町
村

か
ら
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
の
相
談
先
を
求

め
る
声
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、市
町
村
に

よ
る
沖
縄
振
興
策
の
企
画
立
案
を
積
極
的

に
後
押
し
し
、丁
寧
に
各
種
相
談
に
応
じ
る

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、沖
縄
総
合
事
務
局

に
、「
沖
縄
市
町
村
施
策
支
援
室
」（
以
下

「
支
援
室
」と
い
う
。）を
四
月一日
付
で
発
足

さ
せ
る
こ
と
と
し
、閣
議
後
記
者
会
見
で
発

表
し
ま
し
た
。

　
支
援
室
で
は
、こ
れ
ま
で
の「
北
部
振
興

事
業
現
地
支
援
チ
ー
ム
」、「
沖
縄
子
供
の
貧

困
対
策
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」に
加
え
、

新
た
に「
離
島
振
興
事
業
現
地
支
援
チ
ー
ム
」

を
設
け
て
統
合
運
営
す
る
と
と
も
に
、「
中

南
部
担
当
」、「
福
祉・医
療・教
育
担
当
」も

置
い
て
、市
町
村
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
市
町
村
に
は
企
画
立
案
に
携
わ
る
職
員
が

相
対
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、各
事
業
の
企

画
立
案
を
行
う
に
当
た
り
現
地
に
お
け
る
相

談
窓
口
と
し
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
に
相
談
体

制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
体
制
に
よ
り
、沖
縄
振
興
策
の

更
な
る
効
果
発
現
に
向
け
て
、き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
支
援
室
は
、部
長
ク
ラ
ス
の
室
長
を
始
め
、

合
計
三
十
名
程
度
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、国
の
唯一の
総

合
出
先
機
関
で
あ
り
、各
省
庁
の
持
つ
様
々

な
施
策
を
活
用
し
、沖
縄
の
振
興
を
効
率
的・

一体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
支
援
室
で
は
、沖
縄

総
合
事
務
局
の
総
務
部
に
加
え
、財
務
部
、

支
援
室
の
体
制

農
林
水
産
部
、経
済
産
業
部
、開
発
建
設

部
、運
輸
部
の
各
部
か
ら
横
断
的
に
職
員
を

配
置
し
、当
局
の
持
つ
総
合
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
な
体
制
に
なって
い
ま
す
。
発
足
式
で
、

吉
住
局
長
は
、「
積
極
的
に
足
を
運
び
、現
地

の
実
情
や
要
望
を
把
握
し
て
ほ
し
い
。
市
町

村
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
常
に
考
え
、

前
例
や
慣
例
に
決
し
て
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
恵
を
出
し
て
、

実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、市
町
村
か
ら
の
様
々
な
振
興
策

に
関
す
る
相
談
を
受
け
、国
の
立
場
で
の
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、必
要
な
省
庁
等
に
相

談
内
容
を
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
に
よ
り
、市
町

村
の
施
策
が
前
に
進
む
よ
う
後
押
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

支
援
室
発
足

閣議後会見を行う衛藤大臣

支援室の看板かけの様子

発足式での吉住局長からの職員訓示

市町村へのきめ細やかな支援を実施します！
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発
足
直
後
か
ら
精
力
的
に
、沖
縄
県
内
市

町
村
へ
の
訪
問
な
ど
を
通
じ
、市
町
村
長
と

の
意
見
交
換
な
ど
を
行
って
き
ま
し
た
。ま
た
、

四
月
六
日
に
は
、石
垣
市
に
お
い
て
八
重
山

地
区
市
町
へ
の
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会

を
、四
月
八
日
に
は
、宮
古
島
市
に
お
い
て
宮

古
地
区
市
村
への
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
策
の

た
め
、当
初
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施

で
し
た
が
、「
新
た
な
業
務
や
取
組
の
場
合
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
が
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、支
援
室
の
発
足
は
あ
り
が
た

い
」、「
現
地
に
相
談
窓
口
が
あ
れ
ば
、内
閣

府
本
府
に
持
ち
込
む
前
に
も
相
談
で
き
る
の

で
期
待
し
て
い
る
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、時
間
の
許
す
限
り
、積
極
的
に

現
場
に
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ
き
、市
町
村

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、何
が
で
き
る
の

か
を
共
に
考
え
、施
策
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を

十
分
に
把
握
し
な
が
ら
き
め
細
や
か
な
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

沖
縄
総
合
事
務
局

沖
縄
市
町
村
施
策
支
援
室

☎
０
９
８-

８
６
６-

０
０
４
７

（
総
務
部
調
査
企
画
課
内
）

最
近
の
支
援
室
の
取
組

北部12市町村等向け勉強会離島市町村における説明会及び意見交換会

　沖縄市町村施策支援室（令和2年4月1日設置）の体制

※ いずれの職員も併任で総員30名（延べ40名）

局  長 〔室長〕
総務部長

〔副室長〕
総務部調査企画課長

次  長
（総務等担当）

次  長
（開発建設担当）

北部担当
〈北部振興事業現地支援チーム〉

班長含む10名

離島担当
〈（新規）離島振興事業現地支援チーム〉

班長含む10名

子供の貧困担当
〈沖縄子供の貧困対策等プロジェクトチーム〉

班長含む5名

福祉・医療・教育担当
5名

中南部担当
班長含む10名
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仕
事
の

仕
事
の窓

新型コロナウイルス感染症の
拡大に関連する

公正取引委員会の取組
総務部 2

　新型コロナウイルス感染症の拡大や、その防止対策の取組は、皆様の日々の生活にも従来とは異
なる負担を与えているだけでなく、企業等の活動にも様々な影響を及ぼしています。
　公正取引委員会は、独占禁止法・下請法を運用する立場から、新型コロナウイルス感染症の拡大に関
連する当委員会の取組等について、下記URLにて情報を発信していますので、ご活用ください。

上記の対応等、その他ご相談やご質問は、相談窓口までお気軽にお問い合わせください。

相談窓口　総務部公正取引室　☎098－866－0049

●新型コロナウイルス感染症に関連する事業者等の取組に対する公正取引委員会の
対応について

●新型コロナウイルス感染症に対応する事業者又は事業者団体の取組について
●新型コロナウイルス感染症に関連する独占禁止法・下請法違反被疑行為の情報提供について

※新型コロナウイルス感染症拡大に関連する「下請取引Q＆A」も掲載しております。

（Q＆A一部抜粋）

Q　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、減産計画の策定、一部の部品の調達不能等により、
やむを得ず発注した製品について受領拒否（納期の延期含む）、返品や発注の取消し、役務提供委
託の発注の取消しをすることは下請法上、問題となりますか。

A　下請事業者に責任がある場合を除き、発注済みの物品等について「受領拒否」したり「返品」
したりすることは、下請法上、問題となります。やむを得ず、受領日が到来する前に発注の取消
しを行う場合でも、仕掛品など下請事業者に生じた費用を負担しない場合には、下請事業者の
利益を不当に害することとなり、「不当な給付内容の変更」として、下請法上、問題となります。

などなど。

主な内容

https://www.jftc.go.jp/oshirase/200227oshirase.html

公正取引委員会
マスコットキャラクター
「どっきん」

新型コロナウイルス
感染防止のため、みんなマスクをしようね



9

仕
事
の

仕
事
の窓

仕
事
の

仕
事
の窓

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る

食
料
品
の
配
送
に
つ
い
て

運輸部 3

　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
地
域
の
公
共
交
通

機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り

ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
外
出
自
粛
に
伴
い
旅
客
需

要
が
激
減
し
、事
業
継
続
が
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、店
内
で
の
営

業
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
い
る
飲
食
店
等

に
お
い
て
は
、食
料
品
の
配
送
に
係
る
ニ
ー

ズ
が
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
許
可
を
受

け
た
上
で
、有
償
で
食
料
品
を
配
送
す
る

こ
と
を
特
例
的
に
認
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

沖
縄
に
お
い
て
も
沖
縄
本
島
及
び
石
垣
島

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
13
社
が
特
例
の
許
可

を
受
け
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
か
ら
好
評
の
声
を
頂

い
て
い
る
ほ
か
、タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
も
、

旅
客
需
要
が
減
少
す
る
中
、事
業
継
続
を

支
え
る
も
の
と
し
て
、歓
迎
す
る
声
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
緊

急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、持
続
的
な
感
染
予
防
対
策
の一つ
と
し

て
、食
事
は
デ
リ
バ
リ
ー
や
出
前
を
活
用
す

る
と
い
っ
た「
新
し
い
生
活
様
式
」の
定
着

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
生
活
に

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
維
持・確
保
や
関
連

す
る
事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

陸
運
事
務
所

☎
０
９
８

－

８
７
７

－

５
１
４
０

配送する食料品の積込み

農林水産部4
太
陽
光
発
電
施
設
の
本
格
稼
働

～
国
営
土
地
改
良
施
設
の

　
　安
定
し
た
維
持
・
運
営
に
向
け
て
～

　
国
営
石
垣
島
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
、

底
原（
そ
こ
ば
る
）ダ
ム
の
敷
地
内
に
整
備

を
進
め
て
い
た
太
陽
光
発
電
施
設（
定
格

出
力
1
、5
0
0
kW
）が
今
年
３
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
本
施
設
は
、国
営
土
地
改

良
事
業
で
整
備
し
た
太
陽
光
発
電
施
設
と

し
て
は
県
内
で
最
も
規
模
が
大
き
い
も
の
で
、

４
月
１
日
か
ら
本
格
的
に
稼
働
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
施
設
の
管
理
は
、石
垣
島
の
農

家
に
よ
る
組
合
組
織
で
あ
る
石
垣
島
土
地

改
良
区
が
行
って
い
ま
す
。

　
同
土
地
改
良
区
で
は
、島
内
の
農
地
に

安
定
的
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

国
や
県
が

造
成
し
た

揚
水
機
場

や
農
業
用

水
路
な
ど

の
農
業
水

利
施
設
の

操
作
・
維

持
管
理
を

行
っ
て
お

り
、こ
れ
に

要
す
る
費

用
の
一
部
は
、農
家

か
ら
の
賦
課
金
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
発

電
施
設
の
稼
働
に

よ
り
、施
設
で
発
電

し
た
電
力
を
電
力

会
社
に
売
電
し
、得

ら
れ
た
売
電
収
入

を
こ
れ
ら
の
費
用
に

充
て
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
で
、

農
家
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
、国
営
土
地

改
良
施
設
の
安
定

し
た
維
持・運
営
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
に
よ
り
、日
本一収
穫
の
早
い
超
早

場
米
や
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
な
ど
様
々
な
農
産

物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
石
垣
島
に
お
い
て
、

農
業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
経
営
の
安
定

な
ど
が
よ
り一層
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

石
垣
島
農
業
水
利
事
業
所

☎
0
9
8
0-

8
4-

3
5
0
0

太陽光発電施設（中央）と底原ダム（左側） 

石垣島における稲刈りの様子 石垣島で生産される
パインアップル
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仕
事
の

仕
事
の窓

財務部 5

法人企業景気予測調査
（令和2年4月～6月期調査）

BSI（Business Survey Index ）の計算方法
「景況判断」の場合　前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％　「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％　「不明」と回答した企業の構成比…5.0％

例

（             　）（             　）「上昇」と回答した
企業の構成比  40.0％

「下降」と回答した
企業の構成比  30.0％BSI＝ ＝10.0％ポイントー

調査の目的
　本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対する経営者
の判断を調査し、経済・財政政策運営の基礎資料を得ることを
目的として、統計法に基づく一般統計調査として年4回（2、5、
8、11月）実施。
調査の時点　令和2年5月15日  
調査対象期間
判断項目 ： 2年4～6月期及び6月末見込み、
　　　　  2年7～9月期及び9月末見通し、
　　　　  2年10～12月期及び12月末見通し
計数項目 ： 2年度実績見込み

調査対象企業の範囲
沖縄県内に所在する資本金、出資金又は基金（以下「資本金」という。）１千万円以
上（電気・ガス・水道業及び金融業、保険業は資本金１億円以上）の法人
調査対象企業数及び回収状況は次のとおりである。
対象企業数：122社　回答企業数：94社　回収率：77.0％

対象企業数
122
19
5
103
18
10
7
15
17
24
17
28
77

回答企業数
94 
18 
5 
76 
13 
6 
5 
13 
13 
14 
17 
20 
57 

回収率（％）
77.0 
94.7 
100.0 
73.8 
72.2 
60.0 
71.4 
86.7 
76.5 
58.3 
100.0 
71.4 
74.0 

　全産業
　　製造業
　　　食料品製造業
　　非製造業
　　　建設業
　　　情報通信業
　　　運輸業、郵便業
　　　卸売業、小売業
　　　不動産業、物品賃貸業
　　　サービス業
大企業（資本金10億円以上）　
中堅企業（資本金１億円以上10億円未満）
中小企業（資本金１千万円以上１億円未満）

景 況 判 断

雇 用

売 上 高

現
状
判
断
は
「
下
降
」
超
幅
が
拡
大
、

　
先
行
き
は
「
下
降
」
超
で
推
移
す
る
見
通
し

　

▲ 11.9
11.8
0.0

▲ 16.7
0.0

▲ 33.3
▲ 71.4
7.7

▲ 6.3
▲ 42.9
▲ 13.3
▲ 28.0
▲ 4.9

全産業
　製造業
　　食料品製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

大 企 業
中 堅 企 業
中 小 企 業

(▲4.0)
(▲23.5)
(▲16.7)
(0.0)
(15.4)
(▲22.2)
(0.0)
(▲15.4)
(0.0)
(7.1)
(▲6.7)
(0.0)
(▲4.9)

▲ 67.0
▲ 55.6
▲ 80.0
▲ 69.7
▲ 53.8
▲ 33.3
▲ 80.0
▲ 100.0
▲ 76.9
▲ 71.4
▲ 64.7
▲ 85.0
▲ 61.4

(4.0)
(0.0)
(50.0)
(4.8)
(0.0)
(▲11.1)
(14.3)
(30.8)
(6.3)
(▲7.1)
(20.0)
(16.0)
(▲4.9)

▲ 4.3
▲ 16.7
▲ 40.0
▲ 1.3
0.0
0.0
20.0
0.0
0.0

▲ 21.4
11.8
0.0

▲ 10.5

▲ 2.1
0.0
0.0

▲ 2.6
0.0

▲ 16.7
0.0
0.0
7.7

▲ 14.3
▲ 11.8
5.0

▲ 1.8

規
模
別

2年1～3月
前回調査

2年4～6月
現状判断

2年7～9月 
見通し

2年10～12月
見通し

企業の景況判断BSI（原数値）

企業の景況判断BSI（％ポイント）

（前期比「上昇」－「下降」社数構成比） （単位 ： ％ポイント）

（単位 ： 社）

（注）（　）書きは前回調査（2年1～3月期）時の見通し

調査の概要

33.0
35.3
50.0
32.5
69.2
0.0
28.6
53.8
18.8
7.7
26.7
28.0
36.7

全産業
　製造業
　　食料品製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

大 企 業
中 堅 企 業
中 小 企 業

（26.0）
（23.5）
（50.0）
（26.5）
（53.8）
（11.1）
（28.6）
（38.5）
（12.5）
（7.7）
（26.7）
（12.0）
（31.7）

▲ 7.5
▲ 11.1
0.0

▲ 6.7
30.8

▲ 16.7
▲ 20.0
0.0

▲ 15.4
▲ 30.8
▲ 5.9
0.0

▲ 10.7

（27.0）
（23.5）
（50.0）
（27.7）
（46.2）
（0.0）
（28.6）
（30.8）
（12.5）
（23.1）
（26.7）
（16.0）
（31.7）

4.3
0.0
20.0
5.3
23.1
16.7
0.0
15.4
7.7

▲ 23.1
0.0
0.0
7.1

8.6
5.6
40.0
9.3
38.5
16.7
0.0
15.4
0.0

▲ 15.4
5.9
5.0
10.7

規
模
別

2年3月末
前回調査

2年6月末
現状判断

2年9月末
見通し

2年12月末
見通し

従業員数判断BSI(原数値)現状判断は「不足気味」超から「過剰気味」超に転じ、　
先行きは「不足気味」超に転じる見通し

2年度は減収見込み

（期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）（単位 ： ％ポイント）

（注）（　）書きは前回調査（2年1～3月期）時の見通し

全産業
　製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

（▲0.1）
（▲1.9）
（0.1）
（1.3）
（2.6）
（▲0.6）
（▲3.1）
（▲1.3）
（12.5）

▲ 0.9
▲ 3.9
▲ 0.7
0.5
0.7

▲ 1.5
1.9

▲ 1.4
▲ 32.2

2年度
(前年度比増減率:％)

全産業
　製造業
　非製造業

（▲0.1）
（▲1.9）
（0.1）

▲ 2.5
▲ 3.9
▲ 2.4

2年度
(前年度比増減率:％)（参考）全規模・全業種（金融、保険を除く）

(注）１．(　)書きは前回調査（２年１～３月期）結果　２．元年度・２年度ともに回答のあった企業
　  ３．金融、保険は調査対象外

(注：電気・ガス・水道、金融・保険を除く）

■全産業　■製造業　■非製造業

▲ 0.9

▲ 3.9

▲0.7

経常利益 2年度は減益見込み　

全産業
　製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

（▲5.7）
（23.0）
（▲6.6）
（2.6）
（0.2）
（▲26.5）
（▲6.5）
（17.3）
（（注３）****）

▲ 19.6
▲ 2.5
▲ 20.0
▲ 17.2
▲ 5.3
▲ 63.4
▲ 9.2
▲ 28.2
赤字転化

2年度
(前年度比増減率:％)

全産業
　製造業
　非製造業

（▲4.1）
（23.0）
（▲4.7）

▲ 19.0
▲ 2.5
▲ 19.2

2年度
(前年度比増減率:％)（参考）全規模・全業種

（注）１．(　)書きは前回調査（２年１～３月期）結果　２．元年度・２年度ともに回答のあった企業  
　　３．1,000％以上のため「****」と表示。  

(注：電気・ガス・水道、金融・保険を除く）

■全産業　■製造業　■非製造業

▲ 19.6

▲ 2.5

▲ 20.0

設備投資 2年度は増加見込み
全産業
　　電気・ガス・水道を除く全産業
　製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

（20.9）
（-）
（47.6）
（20.2）
（▲64.4）
（▲57.6）
（▲13.7）
（107.4）
（▲6.0）
（▲97.1）

15.8
▲ 14.7
▲ 12.5
16.9
26.9

▲ 39.9
11.1
60.6

▲ 38.4
▲ 67.3

2年度
(前年度比増減率:％)

全産業
　製造業
　非製造業

（22.5）
（46.7）
（21.8）

21.7
▲ 12.8
23.1

2年度
(前年度比増減率:％)（参考）ソフトウェア投資額及び土地購入額を除く

（注）１.(　)書きは前回調査（2年1～3月期）結果　２.－はデータ秘匿の観点から非公表    
　　３.元年度・2年度ともに回答のあった企業    

(注:ソフトウェア投資額を含み、土地購入額を除く）

■全産業　■製造業　■非製造業

15.8

▲ 12.5

16.9

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

▲10.0

▲20.0

▲30.0

▲40.0

▲50.0

▲60.0

▲70.0

▲80.0

上
昇
超

下
降
超

H29年
10～12月

H30年
1～3月 4～6月

R2年
1～3月 4～6月 7～9月

（見通し）
10～12月
（見通し）

7～9月 10～12月
H31年
1～3月

R元年
4～6月 7～9月 10～12月

（現状判断） （見通し）

全産業 製造業 非製造業

55.0

50.0

45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

▲ 5.0

▲ 10.0

▲ 15.0

不
足
気
味
超

過
剰
気
味
超

H29年
12月末

H30年
3月末

H31年
3月末

R2年
6月末6月末 9月末 12月末 6月末 9月末

（見通し）
12月末
（見通し）

R2年
3月末9月末 12月末

（現状判断）（見通し）
全産業 製造業 非製造業
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法人企業景気予測調査
（令和2年4月～6月期調査）

BSI（Business Survey Index ）の計算方法
「景況判断」の場合　前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％　「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％　「不明」と回答した企業の構成比…5.0％

例

（             　）（             　）「上昇」と回答した
企業の構成比  40.0％

「下降」と回答した
企業の構成比  30.0％BSI＝ ＝10.0％ポイントー

調査の目的
　本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対する経営者
の判断を調査し、経済・財政政策運営の基礎資料を得ることを
目的として、統計法に基づく一般統計調査として年4回（2、5、
8、11月）実施。
調査の時点　令和2年5月15日  
調査対象期間
判断項目 ： 2年4～6月期及び6月末見込み、
　　　　  2年7～9月期及び9月末見通し、
　　　　  2年10～12月期及び12月末見通し
計数項目 ： 2年度実績見込み

調査対象企業の範囲
沖縄県内に所在する資本金、出資金又は基金（以下「資本金」という。）１千万円以
上（電気・ガス・水道業及び金融業、保険業は資本金１億円以上）の法人
調査対象企業数及び回収状況は次のとおりである。
対象企業数：122社　回答企業数：94社　回収率：77.0％

対象企業数
122
19
5
103
18
10
7
15
17
24
17
28
77

回答企業数
94 
18 
5 
76 
13 
6 
5 
13 
13 
14 
17 
20 
57 

回収率（％）
77.0 
94.7 
100.0 
73.8 
72.2 
60.0 
71.4 
86.7 
76.5 
58.3 
100.0 
71.4 
74.0 

　全産業
　　製造業
　　　食料品製造業
　　非製造業
　　　建設業
　　　情報通信業
　　　運輸業、郵便業
　　　卸売業、小売業
　　　不動産業、物品賃貸業
　　　サービス業
大企業（資本金10億円以上）　
中堅企業（資本金１億円以上10億円未満）
中小企業（資本金１千万円以上１億円未満）

景 況 判 断

雇 用

売 上 高

現
状
判
断
は
「
下
降
」
超
幅
が
拡
大
、

　
先
行
き
は
「
下
降
」
超
で
推
移
す
る
見
通
し

　

▲ 11.9
11.8
0.0

▲ 16.7
0.0

▲ 33.3
▲ 71.4
7.7

▲ 6.3
▲ 42.9
▲ 13.3
▲ 28.0
▲ 4.9

全産業
　製造業
　　食料品製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

大 企 業
中 堅 企 業
中 小 企 業

(▲4.0)
(▲23.5)
(▲16.7)
(0.0)
(15.4)
(▲22.2)
(0.0)
(▲15.4)
(0.0)
(7.1)
(▲6.7)
(0.0)
(▲4.9)

▲ 67.0
▲ 55.6
▲ 80.0
▲ 69.7
▲ 53.8
▲ 33.3
▲ 80.0
▲ 100.0
▲ 76.9
▲ 71.4
▲ 64.7
▲ 85.0
▲ 61.4

(4.0)
(0.0)
(50.0)
(4.8)
(0.0)
(▲11.1)
(14.3)
(30.8)
(6.3)
(▲7.1)
(20.0)
(16.0)
(▲4.9)

▲ 4.3
▲ 16.7
▲ 40.0
▲ 1.3
0.0
0.0
20.0
0.0
0.0

▲ 21.4
11.8
0.0

▲ 10.5

▲ 2.1
0.0
0.0

▲ 2.6
0.0

▲ 16.7
0.0
0.0
7.7

▲ 14.3
▲ 11.8
5.0

▲ 1.8

規
模
別

2年1～3月
前回調査

2年4～6月
現状判断

2年7～9月 
見通し

2年10～12月
見通し

企業の景況判断BSI（原数値）

企業の景況判断BSI（％ポイント）

（前期比「上昇」－「下降」社数構成比） （単位 ： ％ポイント）

（単位 ： 社）

（注）（　）書きは前回調査（2年1～3月期）時の見通し

調査の概要

33.0
35.3
50.0
32.5
69.2
0.0
28.6
53.8
18.8
7.7
26.7
28.0
36.7

全産業
　製造業
　　食料品製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

大 企 業
中 堅 企 業
中 小 企 業

（26.0）
（23.5）
（50.0）
（26.5）
（53.8）
（11.1）
（28.6）
（38.5）
（12.5）
（7.7）
（26.7）
（12.0）
（31.7）

▲ 7.5
▲ 11.1
0.0

▲ 6.7
30.8

▲ 16.7
▲ 20.0
0.0

▲ 15.4
▲ 30.8
▲ 5.9
0.0

▲ 10.7

（27.0）
（23.5）
（50.0）
（27.7）
（46.2）
（0.0）
（28.6）
（30.8）
（12.5）
（23.1）
（26.7）
（16.0）
（31.7）

4.3
0.0
20.0
5.3
23.1
16.7
0.0
15.4
7.7

▲ 23.1
0.0
0.0
7.1

8.6
5.6
40.0
9.3
38.5
16.7
0.0
15.4
0.0

▲ 15.4
5.9
5.0
10.7

規
模
別

2年3月末
前回調査

2年6月末
現状判断

2年9月末
見通し

2年12月末
見通し

従業員数判断BSI(原数値)現状判断は「不足気味」超から「過剰気味」超に転じ、　
先行きは「不足気味」超に転じる見通し

2年度は減収見込み

（期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）（単位 ： ％ポイント）

（注）（　）書きは前回調査（2年1～3月期）時の見通し

全産業
　製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

（▲0.1）
（▲1.9）
（0.1）
（1.3）
（2.6）
（▲0.6）
（▲3.1）
（▲1.3）
（12.5）

▲ 0.9
▲ 3.9
▲ 0.7
0.5
0.7

▲ 1.5
1.9

▲ 1.4
▲ 32.2

2年度
(前年度比増減率:％)

全産業
　製造業
　非製造業

（▲0.1）
（▲1.9）
（0.1）

▲ 2.5
▲ 3.9
▲ 2.4

2年度
(前年度比増減率:％)（参考）全規模・全業種（金融、保険を除く）

(注）１．(　)書きは前回調査（２年１～３月期）結果　２．元年度・２年度ともに回答のあった企業
　  ３．金融、保険は調査対象外

(注：電気・ガス・水道、金融・保険を除く）

■全産業　■製造業　■非製造業

▲ 0.9

▲ 3.9

▲0.7

経常利益 2年度は減益見込み　

全産業
　製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

（▲5.7）
（23.0）
（▲6.6）
（2.6）
（0.2）
（▲26.5）
（▲6.5）
（17.3）
（（注３）****）

▲ 19.6
▲ 2.5
▲ 20.0
▲ 17.2
▲ 5.3
▲ 63.4
▲ 9.2
▲ 28.2
赤字転化

2年度
(前年度比増減率:％)

全産業
　製造業
　非製造業

（▲4.1）
（23.0）
（▲4.7）

▲ 19.0
▲ 2.5
▲ 19.2

2年度
(前年度比増減率:％)（参考）全規模・全業種

（注）１．(　)書きは前回調査（２年１～３月期）結果　２．元年度・２年度ともに回答のあった企業  
　　３．1,000％以上のため「****」と表示。  

(注：電気・ガス・水道、金融・保険を除く）

■全産業　■製造業　■非製造業

▲ 19.6

▲ 2.5

▲ 20.0

設備投資 2年度は増加見込み
全産業
　　電気・ガス・水道を除く全産業
　製造業
　非製造業
　　建設業
　　情報通信業
　　運輸業、郵便業
　　卸売業、小売業
　　不動産業、物品賃貸業
　　サービス業

（20.9）
（-）
（47.6）
（20.2）
（▲64.4）
（▲57.6）
（▲13.7）
（107.4）
（▲6.0）
（▲97.1）

15.8
▲ 14.7
▲ 12.5
16.9
26.9

▲ 39.9
11.1
60.6

▲ 38.4
▲ 67.3

2年度
(前年度比増減率:％)

全産業
　製造業
　非製造業

（22.5）
（46.7）
（21.8）

21.7
▲ 12.8
23.1

2年度
(前年度比増減率:％)（参考）ソフトウェア投資額及び土地購入額を除く

（注）１.(　)書きは前回調査（2年1～3月期）結果　２.－はデータ秘匿の観点から非公表    
　　３.元年度・2年度ともに回答のあった企業    

(注:ソフトウェア投資額を含み、土地購入額を除く）

■全産業　■製造業　■非製造業

15.8

▲ 12.5

16.9

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

▲10.0

▲20.0

▲30.0

▲40.0

▲50.0

▲60.0

▲70.0

▲80.0

上
昇
超

下
降
超

H29年
10～12月

H30年
1～3月 4～6月

R2年
1～3月 4～6月 7～9月

（見通し）
10～12月
（見通し）

7～9月 10～12月
H31年
1～3月

R元年
4～6月 7～9月 10～12月

（現状判断） （見通し）

全産業 製造業 非製造業

55.0

50.0

45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

▲ 5.0

▲ 10.0

▲ 15.0

不
足
気
味
超

過
剰
気
味
超

H29年
12月末

H30年
3月末

H31年
3月末

R2年
6月末6月末 9月末 12月末 6月末 9月末

（見通し）
12月末
（見通し）

R2年
3月末9月末 12月末

（現状判断）（見通し）
全産業 製造業 非製造業
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仕
事
の

仕
事
の窓

国有財産に関するウェブページを
リニューアルしました

財務部 6

　財務省では、『国有財産物件情報メールマガジン』配信サービスを行っており、全国の財務局等における国有財産の売却
予定などに関する更新情報を、電子メールによりタイムリーにお知らせしています。
　メールマガジンの配信をご希望の方は、財務部トップページ又は国有財産ウェブページの下部に表示されている

 のリンク（バナー）から必要事項の登録をお願いします。
財務部管財総括課　☎098－866－0096

国有財産のウェブページでは、様々な情報を掲載していますので、ぜひ
ご活用ください。

  国有財産 URL　http://www.ogb.go.jp/zaimu/zaimu_kokuyuu

重要なお知らせ(ご注意ください）

国有地の購入を検討されている方へ

国有地の利用を検討されている方へ

公的利用の要望受付

国有財産の活用事例、入札等の結果

国有財産の概要

・国有地の取得に関する架空の話にご注意ください！

・国有財産の売却の種類・方法
・一般競争入札に係る物件情報
・今後入札を予定している物件
・旧法定外公共物（旧里道・旧水路等）の購入方法
・国有財産の同時売却

・二段階一般競争入札による定期借地権を設定した貸付け
・国有地の暫定的な貸付け

・公用・公共用の取得等要望を受け付ける物件
・保育施設整備に係る更なる国有地活用策の概要

・国有財産の活用方針
・国有財産の入札結果・公共随契結果
・国有財産の売払いに係る媒介業務(宅地建物取引業者向け情報)
・沖縄総合事務局の取組事例など

・国有財産とは
・審議会等
・財務省所管普通財産（未利用国有地）の状況
・各省各庁所管普通財産（未利用国有地）の状況
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仕
事
の

仕
事
の窓

財務部 7　国民のみなさまの貴重な財産である国有地の売却予定価格を決定するに当
たっては、「財政法」や「予算決算及び会計令」といった法令の趣旨を踏まえ、
評価対象となる国有財産の「適正な対価」を求めることが基本とされています。

　このため、一般競争入札により売却するとき、ま
た、地方公共団体などに随意契約で売却するとき
には、原則として、不動産に関する国家資格であ
る不動産鑑定士（不動産鑑定業者）から鑑定評
価書を徴し（＊1）、これを基に、適正な対価（評定
価格）を決定しています（＊2）。

（＊1）不動産鑑定業者は、企画競争又は価格競争のい
ずれかの方式によって選定しています。

（＊2）貸付中の財産や、単独利用困難な国有地などにつ
いては、処分の促進を図る観点から、当局職員が
通達 （財務省理財局長から発遣されている鑑定
評価の通達）で定められた算式に従って簡易な評
価方法より売却価格を算定しています。

　当局が不動産鑑定業者へ鑑定評価を依頼する
ときは、そのほとんどを、現状を所与とする条件で、
正常価格（＊3）を求めるよう依頼しています。また、
不動産鑑定士は、国土交通省が制定している「不
動産鑑定評価基準」などに基づいて鑑定評価額を
決定しています。

（＊3）正常価格とは、市場性を有する不動産について、
現実の社会経済情勢の下で合理的と考えられる
条件を満たす市場で形成されるであろう市場価値
を表示する適正な価格をいう。（不動産鑑定評価
基準 第５章 第３節 Ⅰ価格）

　このようなことから、国有地だからといって売却価格が特別に安価となる訳ではなく、適正な価格で売却する
ことにより、財政に貢献しています。（＊4）

（＊4）一般競争入札による売却や地方公共団体などに随意契約で売却したときは、売買契約締結後に、契約金額などの
情報を当局ウェブページで公表しています。

財務部管財総括課　☎098－866－0096

＜財政法第９条第１項＞
国の財産は、法律に基く場合を除く外、これを交換しその他支払手段として使用し、又は適正な対価なくして
これを譲渡し若しくは貸し付けてはならない。

財務省理財局長から発遣されている鑑定評価の通達

不動産鑑定業者から提出された鑑定評価書の一例

どうやって決まる？
国有地の売却価格…
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仕
事
の

仕
事
の窓「第４回食育活動表彰」で

生活協同組合コープおきなわが
農林水産大臣賞を受賞しました

農林水産部8
　「
食
育
活
動
表
彰
」は
、農
林
漁
業
、食
品

製
造・販
売
な
ど
の
事
業
活
動
、教
育
活
動
又

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
食
育
関
係
者

の
取
組
を
対
象
と
し
て
、そ
の
功
績
を
称
え
る

と
と
も
に
、そ
の
取
組
の
内
容
を
広
く
国
民
に

周
知
し
、食
育
を
推
進
す
る
優
れ
た
取
組
が

全
国
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

農
林
水
産
省
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
と
は
、生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、

知
育・徳
育・体
育
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

様
々
な
経
験
を
通
じ
て「
食
」に
関
す
る
知
識

と「
食
」を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、健
全

な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と

で
す
。

　
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
お
き
な
わ
で
は
、食

の
大
切
さ
や
食
が
多
く
の
関
係
者
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、子
ど
も
た
ち

に
生
産
か
ら
食
卓
な
ど
に
上
が
る
ま
で一連
の

流
れ
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
定
置
網
体
験
ツ

ア
ー
」や「
米
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
」、子
供
か
ら

大
人
ま
で
の
幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し
た「
３

歳
か
ら
の
料
理
教
室
」や「
な
ぞ
な
ぞ
キ
ッ
チ
ン

（
ゆ
し
豆
腐
づ
く
り
）」な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、中
学
生
を
対
象
に
、学
校
や
行
政
、

生
産
者
、地
元
企
業
な
ど
様
々
な
関
係
者
と

連
携
し
、地
域
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た

特
産
品
開
発
を
通
じ
た
総
合
学
習
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
が
自
ら
地
域
の
歴
史

や
特
徴
、産
業
の
課
題
や
農
林
水
産
物
の
特

性
を
発
見
し
、特
産
品
販
売
を
通
じ
て
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、地
域
の「
誇
り

づ
く
り
」の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り・人
づ
く
り
、地

域
の「
誇
り
」
創
り
、食
文
化
の
継
承
と
い
っ

た
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
、教
育
関
係
者・事

業
者
部
門
の
食
品
製
造・販
売
者
な
ど
の
取
組

と
し
て
、食
育
活
動
表
彰
で
最
高
賞
の
農
林

水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
な
お
、同
表
彰

に
お
け
る
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
は
県
内
初

と
な
り
ま
す
。

農
林
水
産
部
食
料
産
業
課

☎
０
９
８

－

８
６
６

－

１
６
７
３

特産品販売を体験する大宜味中学校の生徒たち

定置網体験ツアーで漁業体験する子どもたち

3歳からの料理教室でサンドイッチを作る子どもたち
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仕
事
の

仕
事
の窓

住民拠点サービスステーション
のご紹介

経済産業部9
　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、石

油
関
連
施
設（
製
油
所
、油
槽
所
、サ
ー
ビ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
S
S
）等
）の
被
災
や
、

輸
送
網
が
混
乱
す
る
中
、病
院
、避
難
所
、

消
防
等
の
重
要
施
設
で
非
常
用
発
電
機
を

稼
働
さ
せ
る
た
め
の
燃
料
備
蓄
が
不
足
し

ま
し
た
が
、こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
燃
料
生
産
、出
荷
設
備

の
災
害
対
応
能
力
の
強
化
や
輸
送
網
の
早

期
復
旧
、支
援
体
制
の
構
築
に
つ
と
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、平
成
28
年
の
熊
本

地
震
、平
成
30
年
の
北
陸
豪
雪
、西
日
本

豪
雨
、北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、令
和
元

年
の
台
風
第
15
号（
令
和
元
年
房
総
半
島

台
風
）、第
19
号（
令
和
元
年
東
日
本
台

風
）な
ど
、相
次
ぐ
自
然
災
害
で
確
認
さ
れ

た
新
た
な
課
題
に
も
対
策
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、地
域
住
民
に
最
も
身

近
な
燃
料
供
給
拠
点
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
災
害
対
応
力
の
強
化
も
重

要
で
す
。こ
の
た
め
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

で
は
、大
規
模
停
電
時
に
も
地
域
への
燃
料

供
給
を
継
続
で
き
る
よ
う
自
家
発
電
器
を

備
え
た「
住
民
拠
点
S
S
」の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
住
民
拠
点
S
S
で
は
、大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た

報
告
訓
練
を
毎
年
実
施

し
て
お
り
、実
際
の
災
害

時
に
は
、こ
の
報
告
に
よっ

て
得
ら
れ
た
住
民
拠
点

S
S
の
営
業
情
報
等
を

災
害
対
策
本
部
等
で
共

有
す
る
と
と
も
に
、地
域

住
民
へ
燃
料
供
給
可
能

な
S
S
の
情
報
を
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
H
P
等

に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
2
年
3
月
31
日
現
在
、全
国
で
は

6
、9
0
2
箇
所
、沖
縄
県
内
は
127
箇
所

の
住
民
拠
点
S
S
が
整
備
さ
れ
、今
後
も

順
次
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。
整
備
の

完
了
し
た
S
S
の
名
称
や
所
在
地
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
適
時
公
表
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
自
宅
や
職
場
に
最
寄
り
の
S
S
を

御
確
認
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
部
石
油
・
ガ
ス
課

☎
０
９
８

－

８
６
６

－

１
７
５
６

平成30年北海道胆振東部地震の際に
自家発電設備を稼働させて給油を続けたSS

（出典：政府広報オンライン）

令和元年台風第15号（房総半島台風）の際に、
SSの配電盤につないだ自家発電設備（千葉県鴨川市）

（出典：資源エネルギー庁ウェブサイト）

●全国の整備状況（資源エネルギー庁HP）

https://www.enecho.meti.go.jp/category/
resources_and_fuel/distribution/juminkyotenss/

●沖縄県内の整備状況（沖縄総合事務局HP）

http://www.ogb.go.jp/keisan/9738/
20200522_04
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仕
事
の

仕
事
の窓

森と湖に親しむ旬間
（7月21日～31日）

開発建設部10
◆国土交通省及び林野庁は、毎年7月21日から31日までの期間を「森と湖に
親しむ旬間」と定めています。

◆この旬間は、昭和62年度より開始され、国民の皆さまに森林や湖に親しむ
ことにより、心と体をリフレッシュしながら、森林、ダムなどの重要性につい
て関心を高め、理解して頂くことを目的としています。

　例年、沖縄県内においてもダムや水源地等の重要性について広く理解いただくとともに、ダム所在地域の活性化に寄与
することを目的に、県内各地でダムまつりを開催しております。
　令和元年度においては、県内５つのダムでダムまつりを開催し、延べ約28,400人の方にご来場いただきました。
※新型コロナウイルスの影響により今年度のダムまつり開催について、既に中止が決定している3ダム（羽地ダム、大保ダム、

倉敷ダム）、開催検討中が2ダム（漢那ダム、金武ダム）となっています。
※沖縄県内のダムまつりの最新情報は「開発建設部　森と湖に親しむ旬間」で検索!
http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/mizu/mori_to_mizuumi/mori_to_mizuumi_H25/mori_to_mizuumi.html

※「湖水友の会」の詳細は、内閣府沖縄総合事務局 北部ダム統合管理事務所ホームページ
　 http://www.dc.ogb.go.jp/toukan/tomonokai.html　をご覧ください。

県内ダムまつり（令和元年度）

羽地ダム（地元のエイサー）

漢那ダム（丸太切り体験） 金武ダム（流しもずく） 倉敷ダム（川遊び）

大保ダム（ダム施設見学）

湖水友の会
【無料メール会員】

募集中！

湖水友の会【無料メール会員】に入会すると、各種イベント情報やダムまつりなどで
の優遇メニューがあります。
会員登録は、住所、氏名、年齢を下記アドレスに送信するだけ！
　  hdtden910@ogb.cao.go.jp
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仕
事
の

仕
事
の窓一般国道329号 金武バイパスの整備効果

全線開通１年後の交通状況

開発建設部11
　
平
成
31
年
3
月
30
日
に
全
線
開
通
し
た一般

国
道

３２９
号
金
武
バ
イ
パ
ス（
5.6
ｋｍ 

2
車
線
道
路
）

に
つ
い
て
、今
回
、全
線
開
通
1
年
後
の
交
通

状
況
と
整
備
効
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

効
果
① 

バ
イ
パ
ス
へ
交
通
量
が
転
換

　
国
道

３２９
号
現
道
の
交
通
が
金
武
バ
イ
パ
ス
へ

転
換
し
、（
仮
）金
武（
北
）交
差
点
付
近
で
交

通
量
が
約
53
％
減
少
し
ま
し
た
。

効
果
② 

混
雑
の
緩
和

　 

国
道

３２９
号
現
道
の
主
要
渋
滞
箇
所
で
あ
る

（
仮
）キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
セ
ン
入
口
の
渋
滞
が
最
大

１４００
ｍ
か
ら
80
ｍ
と
約
９
割
減
少
し
、走
行
性
が

向
上
し
ま
し
た
。

効
果
③ 

バ
ス
の
定
時
性
が
向
上

　
路
線
バ
ス
の
平
均
所
要
時
間
が
40
分
か
ら
22

分
と
な
り
、大
幅
に
定
時
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

効
果
④ 

地
域
交
流
の
活
性
化

　
バ
イ
パ
ス
に
近

接
す
る
ギ
ン
バ
ル

訓
練
場
跡
地
で

は
、ス
ポ
ー
ツ
コ

ンベン
ション
拠
点

（
野
球
場
、サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
）が

整
備
さ
れ
、プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
地
域
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
に
金
武
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は
、地
域

の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
は
じ
め
、地
域
交
流
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、金
武
バ
イ
パ
ス
が
地
域
の
さ
ら
な

る
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

プロサッカーチームの春キャンプの様子
資料：金武町役場提供資料

開通済（H24.7.27）
延長1.0km

開通済
（H8.3.26）

L=0.8km

開通済（H23.3.30）
延長1.2km

開通区間（H31.3.30）
延長2.6km

至（仮）金武（南）

至宜野座村

国道3
29号

現道

金
武
バ
イ
パ
ス

宜野座村付近から
金武バイパスを望む

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

150

100

50

0
交
通
量

交
通
量
増
減
率

（万台／12h）

一部開通後 全線開通後

（％）

12,700

12,700

100%

47%

12,800

6,000

6,800

現道 金武BP 交通量増減率

資料：交通量調査結果 一部開通後：H31.2.20（水）
 全線開通後：R2.2.13（木）

約53%
減少

交通量の変化（（仮）金武（北）交差点付近：A-A’断面）

120 150 110 150 70

1400

8080

1,500

1,200

900

600

300

0

資料：交通量調査結果 一部開通後：H31.2.20（水）
 全線開通後：R2.2.13（木）

（m）

滞
留
長

午前
（11時台）

宜野座方面 うるま方面

午後
（15時台）

午前
（10時台）

午後
（17時台）

約3割
減少

約3割
減少

約5割
減少

約9割
減少

一部開通後
全線開通後

滞留長の変化（主要渋滞箇所：（仮）キャンプハンセン入口）

（台）

資料：沖縄バスプローブデータ　（平日　「金武農協前」定刻7：30～8：00着）
整備前：H31.2.1～H31.2.28　整備後：R2.2.1～R2.2.29

20

15
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5

0
10 20 30 40 50 6015 25 35 45 55

（分）

平均
約22分

整備後
平均
約40分

整備前

約18分短縮

所
要
時
間

整
備
前

整
備
後

最小
所要時間
19分

最大
所要時間
52分

バラつき
33分

最小16分 最大31分
バラつき
15分

速度のバラつきが
大幅に低減 ⇒定時性向上

整備後台数
整備前台数

路線バス所要時間の変化（石川少年自然の家入口（うるま市）⇒金武農協前）
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沖縄総合事務局公式Facebookの開設について
　沖縄総合事務局では、沖縄振興に関する施策、イベントなどに関する情報について、本誌（群星）の
ほか、ホームページ、Twitterなどにおいて、情報を発信してきましたが、県民の皆様への更なる情報発
信の場を充実させるべく、沖縄総合事務局公式Facebookを開設しました。多くの皆様にご活用いた
だけるよう、沖縄振興に関する施策やイベントなど、様々な情報を積極的に発信していきます。
　Facebookアカウントをお持ちの方は、是非、「いいね！」を押して、ご登録お願いします。
　また、沖縄総合事務局ホームページやTwitterにおいても情報を発信しておりますので、ご活用く
ださい。

財務専門官採用試験の第2次試験地に
「那覇市」が追加されました！

　第2次試験地について、今回の試験から「那覇市」が追加されました。これまで、沖縄在住の方で第2次試
験を受験するためには、「熊本市」、「福岡市」などの県外で受験しなければなりませんでした。「那覇市」の
追加によって、受験生の負担（旅費や移動時間など）軽減につながるものと考えております。
　なお、6月7日（日）に実施予定であった財務専門官採用試験の第1次試験については、新型コロナウイルス
感染症に係る状況を踏まえ、8月2日（日）に延期となっています。人事院の公表した詳細な日程は、以下のフ
ローチャートのとおりです。ただし、これらの実施日については、新型コロナウイルス感染症をめぐる状況等
により、延期となる場合があります。

第
1
次
試
験
日

8
月
2
日（
日
）

第
1
次
試
験
合
格
者
発
表
日

8
月
25
日（
火
）

第
2
次
試
験
日

8
月
27
日（
木
）〜
31
日（
月
）

最
終
合
格
者
発
表
日

9
月
25
日（
金
）

財務部財務課　☎098-866-0091

沖縄総合事務局公式Facebook
https://www.facebook.com/okisou.naikakufu/

沖縄総合事務局ホームページ
http://www.ogb.go.jp/

沖縄総合事務局公式Twitter
https://twitter.com/okisokyoku
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新型コロナウイルス感染症で影響を受ける
沖縄県の中小・小規模・個人事業主向け

国・県の支援策について
（給付金、融資、補助金等）

⑴ 資金の使途を問わないもの

⑵ 特定の使途を前提としたもの

持続化給付金

国
・対象：売上が前年同月比▲50％以上の中堅・中小・小規模・個人事業者等
・給付額：法人200万円、個人事業者100万円　※ただし、昨年1年間の売上からの減少分が上限
・申請サポート会場：PC・スマホ入力に不慣れな方等の申請をサポート。那覇市、浦添市、中頭郡、名
護市に設置。完全事前予約制。また、商工会・商工会議所においても、申請サポートを実施中。

家賃支援給付金

国

・対象：5月～12月において以下のいずれかに該当する中堅・中
小・小規模・個人事業者等
　　①いずれか1ヶ月の売上高が前年同月比で▲50％以上
　　②連続する3ヶ月の売上高が前年同月比で▲30％以上
・給付額：申請時の直近の家賃（月額）に基づき算出され
　る給付額の6倍（6カ月分）

雇用調整助成金
　事業の縮小を余儀なくされた場合に、従業員に支払う休業手当の一部を助成（特例の対象期間：2020
年4月1日～2020年9月30日）
・対象：最近1ヶ月で売上、生産高等が▲5％以上
・助成率：中小企業4/5、大企業2/3（解雇等がない場合、中小企業10/10、大企業3/4）
・助成上限額：1人あたり日額　1万5千円

市町村で実施する支援金等市
町
村

　沖縄県内の市町村において、事業者向けの給付金・支援金等を実施している場合あり。
　実施の有無や支援対象は市町村によって異なる。

１  給付金・助成金等

○経営に関する相談窓口
・内閣府沖縄総合事務局中小企業課 （098-866-1755）
・沖縄県よろず支援拠点　　　　　 （098-851-8460）
   　　　　　　　　※いずれも、土・日・祝日も受付中

※1 沖縄総合事務局経済産業部

※2 沖縄総合事務局経済産業部ホームページURL

メールマガジン、Twitter、Facebook
QRコード

http://www.ogb.go.jp/keisan
メルマガ登録 Twitter Facebook
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2  資金繰り・融資
⑴ 国・県の新型コロナ関連融資制度

新型コロナウイルス感染症特別貸付（国）
【沖縄公庫で取扱※1】

新型コロナウイルス感染症対応資金（国・県）
【県内主要金融機関※3で取扱】

・対象：売上高が前年又は前々年同期比▲5％以上減少する事業
者等

・融資限度：中小事業6億円、国民事業8千万円
・利率：当初3年間は基準金利から0.9％引下げ
 （4年目以降は基準金利）

※利下げ限度は、中小事業：2億円、国民事業：4千万円
・融資期間：運転15年、設備20年（据置5年以内）

※1 商工会・商工会議所でも沖縄公庫の融資斡旋を実施中
※2 商工中金における「危機対応融資」においても実質無利子化を実施中
※3 実施金融機関は、琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、コザ信金、商工中金、JAおきなわ、みずほ銀行、鹿児島銀行
※4 既往債務の実質無利子への借換も可能（借換による無利子化上限は、新規融資と既往債務借換額の合計で、上記融資制
　　度の無利子化限度額まで）

・対象：セーフティネット保証４号、５号、危機関連保証のいずれかを利用した事業者
・融資限度：3千万円（今後4千万円に拡充予定）
・利率：当初3年間実質無利子（売上の前年同月比が、個人事業主等で▲5％以上、中小・小規模事業者で▲
15％以上の場合は、保証料もゼロ）
・融資期間：運転・設備10年（据置5年以内）
・融資窓口：融資及び信用保証の申し込みは、実施金融機関においてワンストップで受付

利子補給による実質無利子化※2
　本特別貸付対象者であって、以下
の売上減少要件に合致の場合、当初3
年間実質無利子化
　①個人事業主・フリーランス：要件なし
　②小規模事業者：▲15％以上
　③中小企業者：▲20％以上
※無利子化限度額は、中小事業 2億円、国民事
業 4千万円

⑵ 信用保証
　民間融資に対する保証として、一般枠2.8億円とは別枠で以下の２つを活用し、最大5.6億円の別枠保証
①セーフティネット（SN）保証（中小企業信用保険法第2条第5項）
　　４号：売上高前年同月比▲20％以上の場合、債務を100％保証、一般枠と別枠で最大2.8億円
　　５号：売上高前年同月比▲5％以上の場合、債務を80％保証、一般枠と別枠で最大2.8億円
②危機関連保証（中小企業信用保険法第2条第6項）
　　売上高前年同月比▲15％以上の場合、債務を100％保証、一般枠、SN枠と別枠で最大2.8億円

⑶ 資本性資金供給・資本増強支援
　財務が一時的に悪化した企業に対する、資本とみなすことができる資金の供給や、ファンドを通じた出資等
①資本性劣後ローン
沖縄公庫・商工中金において、スタートアップ企業、企業再建に取り組む企業等を対象に、5年1ヶ月・10
年・20年の期限一括償還で資金を供給。この資金は金融機関が資本とみなすことができる
②官民連携ファンド
官民連携のファンドを通じた出資や債権買取りと、経営改善への指導により、企業の成長と再生を支援

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金
休業手当を受けることができない労働者に対する新たな給付制度
・対象：事業主から休業させられたが休業手当を受けられなかった中小企業の労働者
・支給額：休業前賃金の80％（月額上限33万円）を休業実績に応じて支給
※雇用保険の被保険者でない労働者にも支給可能となるよう制度設計中

国

3  設備投資等への補助事業

中小企業生産性革命推進事業

Go To キャンペーン（国）

　新型コロナを乗り越えるための投資を行う事業者向けに、通常枠に比べ、補助率・補助上限額を上乗せした
「特別枠」を設定。また、「業種別ガイドライン」等に基づき実施する感染防止対策も支援（事業再開枠）

4  消費喚起に向けた取り組み

【参考】市町村・商工会等における相談対応体制の強化

おきなわ彩発見キャンペーン（県）
　県民向けに、県内の旅行会社等が販売する宿泊を伴う県内旅行商品の代金を補助
（6月5日～7月30日までの宿泊分が対象）
（１人あたり補助額）3万円以上：1万5千円、2万円以上3万円未満：1万円、
 1万円以上2万円未満：5千円、6千円以上1万円未満：3千円

＜特別枠の申請要件＞経費の1/6以上が、以下のいずれかに合致
　　類型Ａ：サプライチェーン毀損への対応（部品調達の滞りを回避するための製造の内製化等）
　　類型Ｂ：非対面型ビジネスモデルへの転換（キャッシュレス端末導入、EC販売へのシフト等）
　　類型Ｃ：テレワーク環境の整備（WEB会議システムの導入等）
＜事業再開枠の対象＞業種別ガイドライン等に基づく、以下の感染防止対策費
　　消毒、清掃、飛沫防止対策（アクリル板・透明ビニールシート等）、換気設備　等

　経済産業省の補正予算において、以下の取組のための費用（94億円）を措置
①よろず支援拠点から各市町村に専門家を派遣し、事業者からの相談対応体制を整備
②全国商工会連合会及び日本商工会議所が、各種申請等の対応を行う相談員を配置するなどの支援体制を強化す
る取組を補助

※事業再開枠の補助額は、総補助額の１／２以下であること
※クラスター対策が必要と考えられる業種（ナイトクラブ、ライブハウス等）はさらに上限
を50万円上乗せ

①観光キャンペーン（Go To Travel）
　・代金の１／２相当分のクーポン等を付与（最大一人あたり２万円分／泊）
②飲食キャンペーン（Go To Eat）
　・飲食店で使えるポイント等を付与（最大一人あたり1000円分）
　・登録飲食店で使えるプレミアム付食事券（２割相当分の割引等）を発行
③イベント等キャンペーン（Go To Event）
　・イベント・エンターテイメントのチケットを購入した消費者に対し、割引・クーポン等を付与（２割相当分）
④商店街キャンペーン（Go To 商店街）
　・商店街等によるキャンペーン期間中のイベント開催、プロモーション、観光商品開発等の実施

1,000万円・１／２
（小規模２／３）

450万円・１／２

100万円・２／３
【事業再開枠】50万円・定額（10／10）※

1,000万円・２／３
【事業再開枠】50万円・定額（10／10）

450万円・２／３

100万円・３／４

1,000万円・３／４

450万円・３／４

補助上限・補助率
持続化補助金
（販路開拓等）
ものづくり補助金
（設備導入）
ＩＴ導入補助金
（ＩＴ導入）

通常枠
50万円・２／３

特別枠（類型Ａ） 特別枠（類型Ｂ・Ｃ）
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2  資金繰り・融資
⑴ 国・県の新型コロナ関連融資制度

新型コロナウイルス感染症特別貸付（国）
【沖縄公庫で取扱※1】

新型コロナウイルス感染症対応資金（国・県）
【県内主要金融機関※3で取扱】

・対象：売上高が前年又は前々年同期比▲5％以上減少する事業
者等

・融資限度：中小事業6億円、国民事業8千万円
・利率：当初3年間は基準金利から0.9％引下げ
 （4年目以降は基準金利）

※利下げ限度は、中小事業：2億円、国民事業：4千万円
・融資期間：運転15年、設備20年（据置5年以内）

※1 商工会・商工会議所でも沖縄公庫の融資斡旋を実施中
※2 商工中金における「危機対応融資」においても実質無利子化を実施中
※3 実施金融機関は、琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、コザ信金、商工中金、JAおきなわ、みずほ銀行、鹿児島銀行
※4 既往債務の実質無利子への借換も可能（借換による無利子化上限は、新規融資と既往債務借換額の合計で、上記融資制
　　度の無利子化限度額まで）

・対象：セーフティネット保証４号、５号、危機関連保証のいずれかを利用した事業者
・融資限度：3千万円（今後4千万円に拡充予定）
・利率：当初3年間実質無利子（売上の前年同月比が、個人事業主等で▲5％以上、中小・小規模事業者で▲
15％以上の場合は、保証料もゼロ）
・融資期間：運転・設備10年（据置5年以内）
・融資窓口：融資及び信用保証の申し込みは、実施金融機関においてワンストップで受付

利子補給による実質無利子化※2
　本特別貸付対象者であって、以下
の売上減少要件に合致の場合、当初3
年間実質無利子化
　①個人事業主・フリーランス：
　　要件なし
　②小規模事業者：▲15％以上
　③中小企業者：▲20％以上
※無利子化限度額は、中小事業 2億円、国民事
業 4千万円

⑵ 信用保証
　民間融資に対する保証として、一般枠2.8億円とは別枠で以下の２つを活用し、最大5.6億円の別枠保証
①セーフティネット（SN）保証（中小企業信用保険法第2条第5項）
　　４号：売上高前年同月比▲20％以上の場合、債務を100％保証、一般枠と別枠で最大2.8億円
　　５号：売上高前年同月比▲5％以上の場合、債務を80％保証、一般枠と別枠で最大2.8億円
②危機関連保証（中小企業信用保険法第2条第6項）
　　売上高前年同月比▲15％以上の場合、債務を100％保証、一般枠、SN枠と別枠で最大2.8億円

⑶ 資本性資金供給・資本増強支援
　財務が一時的に悪化した企業に対する、資本とみなすことができる資金の供給や、ファンドを通じた出資等
①資本性劣後ローン
沖縄公庫・商工中金において、スタートアップ企業、企業再建に取り組む企業等を対象に、5年1ヶ月・10
年・20年の期限一括償還で資金を供給。この資金は金融機関が資本とみなすことができる

②官民連携ファンド
官民連携のファンドを通じた出資や債権買取りと、経営改善への指導により、企業の成長と再生を支援

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金
休業手当を受けることができない労働者に対する新たな給付制度
・対象：事業主から休業させられたが休業手当を受けられなかった中小企業の労働者
・支給額：休業前賃金の80％（月額上限33万円）を休業実績に応じて支給
※雇用保険の被保険者でない労働者にも支給可能となるよう制度設計中

国

3  設備投資等への補助事業

中小企業生産性革命推進事業

Go To キャンペーン（国）

　新型コロナを乗り越えるための投資を行う事業者向けに、通常枠に比べ、補助率・補助上限額を上乗せした
「特別枠」を設定。また、「業種別ガイドライン」等に基づき実施する感染防止対策も支援（事業再開枠）

4  消費喚起に向けた取り組み

【参考】市町村・商工会等における相談対応体制の強化

おきなわ彩発見キャンペーン（県）
　県民向けに、県内の旅行会社等が販売する宿泊を伴う県内旅行商品の代金を補助
（6月5日～7月30日までの宿泊分が対象）
（１人あたり補助額）3万円以上：1万5千円、2万円以上3万円未満：1万円、
 1万円以上2万円未満：5千円、6千円以上1万円未満：3千円

＜特別枠の申請要件＞経費の1/6以上が、以下のいずれかに合致
　　類型Ａ：サプライチェーン毀損への対応（部品調達の滞りを回避するための製造の内製化等）
　　類型Ｂ：非対面型ビジネスモデルへの転換（キャッシュレス端末導入、EC販売へのシフト等）
　　類型Ｃ：テレワーク環境の整備（WEB会議システムの導入等）
＜事業再開枠の対象＞業種別ガイドライン等に基づく、以下の感染防止対策費
　　消毒、清掃、飛沫防止対策（アクリル板・透明ビニールシート等）、換気設備　等

　経済産業省の補正予算において、以下の取組のための費用（94億円）を措置
①よろず支援拠点から各市町村に専門家を派遣し、事業者からの相談対応体制を整備
②全国商工会連合会及び日本商工会議所が、各種申請等の対応を行う相談員を配置するなどの支援体制を強化す
る取組を補助

※事業再開枠の補助額は、総補助額の１／２以下であること
※クラスター対策が必要と考えられる業種（ナイトクラブ、ライブハウス等）はさらに上限
を50万円上乗せ

①観光キャンペーン（Go To Travel）
　・代金の１／２相当分のクーポン等を付与（最大一人あたり２万円分／泊）
②飲食キャンペーン（Go To Eat）
　・飲食店で使えるポイント等を付与（最大一人あたり1000円分）
　・登録飲食店で使えるプレミアム付食事券（２割相当分の割引等）を発行
③イベント等キャンペーン（Go To Event）
　・イベント・エンターテイメントのチケットを購入した消費者に対し、割引・クーポン等を付与（２割相当分）
④商店街キャンペーン（Go To 商店街）
　・商店街等によるキャンペーン期間中のイベント開催、プロモーション、観光商品開発等の実施

1,000万円・１／２
（小規模２／３）

450万円・１／２

100万円・２／３
【事業再開枠】50万円・定額（10／10）※

1,000万円・２／３
【事業再開枠】50万円・定額（10／10）

450万円・２／３

100万円・３／４

1,000万円・３／４

450万円・３／４

補助上限・補助率
持続化補助金
（販路開拓等）
ものづくり補助金
（設備導入）
ＩＴ導入補助金
（ＩＴ導入）

通常枠
50万円・２／３

特別枠（類型Ａ） 特別枠（類型Ｂ・Ｃ）
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（公財）海上保安協会／全日本海員組合／（一社）大日本水産会／（公社）日本海洋少年団連盟／（一社）日本外航客船協会／（一社）日本船長協会／全国海友婦人会／（一社）日本冷蔵倉庫協会／
（公社）日本海難防止協会／（一財）日本水路協会／（公社）日本水難救済会／（公社）燈光会／（公社）日本観光振興協会／（一財）運輸振興協会／（一社）日本海事代理士会／（公財）海技教育財団／
（一社）日本マリーナ・ビーチ協会／（公財）日本海事センター／（一財）日本海洋レジャー安全・振興協会／（公財）日本海事広報協会

【連絡会構成団体】

国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会　［事務局］ （公財）日本海事広報協会  TEL.03-3552-5031  FAX.03-3553-6580

海の月間 7/1～7/31

後援：国土交通省／総務省／文部科学省／海上保安庁／気象庁／観光庁／水産庁

2020年「海の日」ポスターコンクール　大賞　新田 由起子
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 沖縄テレワークを推進しています
 － その仕事は沖縄で －
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